
圃.

、

-T
ン

テ
ン
ピ
ヨ
ウ
ジ
シ
キ
モ
ヲ
天
平
寺
式
目

寛
永
一
て
ゐ
弔
占
引
を
加
へ
る
時
は
、
四
千
百
武
人
の
多
敬
一
に

一
を
戒
め
、
十

n
m奉
行
以
下
院
政
に
勢
L
た
省
を
袋

ご
年
四
月

H
五
日
前
間
利
光
〔
利
治
〉
か
ら
天
平
寺
衆
一
上
り
、
疫
疾
駈
っ
て
牧
容
者
の
附
に
行
は
れ
、
思
者

一
貸
し
、
十
一
且
印
川
・

泌
野
川
の
締
梁
袈
替
の
工
事

徒
巾
に
奥
へ
た
も
の
で
、
行
動
山
天
平
寺
制
法
式
目

一
多
き
時
は
つ
月

七
百
五
十
人
に
鐙
し
た
。
こ
の
俊

一
を
起
し
て
下
民
に
脆
そ
奥
へ
、
制
明
枇
内
に
新
た
に

と
泌
し
、『一

、
修
銭
前
駐
祭
融
自
動
行
等
不
可
有
怠
悦

一
疾
は
全
封
内
に
も
行
は
れ
た
か
ら
、
滞
は
抗
月
九
回

一
芝
府
の
興
行
砕
し
前
し
て
人
気
を
鼓
御
し
た
。

m。
一

、
禁
中
御
血
也
教
抑
制
誠
肘
昨
年
可
彼
務
納
邸
。
』一

町
田
師
そ
諸
制
に
源
治
し
、
天
明
中
科
附
の
頒
布
し
た

一
(
凶
)
天
保
九
年

l
こ
の
年
二

H
、
際
海
は
先
に
鰐
民

間
相
十
一
令
僚
が
務
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
山
県
法
そ
各
地
に
併
へ
、
六
月
期
日
に
は
米
殺
そ
随
拠

一
に
粥
を
給
L
、
文
山問中
」
脳
し
た

J

折
半

en
L、
四
且
十

テ
ン
ピ
ン
ザ
天
秤
産

銀
座
は
貨
幣
秤
慌
の
お

一
L
、
凶
日
に
は
病
者
応
織
袈
紫
同
誌
や
・
贈
っ
た

omる
一
六
日
に
は
老
眼
及
び
邸
周
抑
制
硝
仔
等
の
努
を
釘

L

専
ら
一
大
秤
そ
用
ひ
た
る
が
放
に
、

一
に
之
青
天
秤
臓

一
に
そ
の
秋
辛
に
し
て
川
町
時
間
で
あ
っ
た
か
ら
、
姉
識
は

一
た
。
然
九
に
引
且
土
用
人
よ
旬
以
候
文
附
な
ら
ず
、

と
も
天
秤
屋
と
も
天
秤
座
と
も
い
う
た
o
m嵐
長
二
十

一
前
年
令
し
た
制
荒
釘
，工
ニ
ヶ
所
脅
設
む
せ
し
め
た
。

一
鉱
山
川
に
鳩
へ
ず
し
て
約
衣
そ
お
吊
も
の
す
ら
あ
っ
た

年
卯
且
附
金
都
町
の
定
惑
に
、『
天
秤
役
利
金
二
枚
宛

一
〈
一
一
〉
天
保
七
年
|
こ
の
年
風
雨
復
制
な
ら
ず
し
て
五

一
か
ら
、
J

ハ
月
誌
寺
枇
に
於
い
て
南
北
川
担
問
餓
宇
祈
願
し

如
別
々
出
可
巾
航
。
』
と
あ
る
の
は
、
金
川
仰
の
銀
座
二
一
穀
脅
ら
な
か
っ
た
o
野
務
乃
ち
九
月
そ
の
献
や
恥
附

一
た
o
次
い
で
七
且
非
人
小
躍
に
牧
容
せ
ら
れ
た
若

人
の
給
料
と
し
て
、
刊
金
四
枚
を
城
下
の
川
人
に
諜

一
に
告
げ
、
十
月
六
日
教
を
老
隠
に
下
し
て
救
仙
の
法

一
に
、
前
年
来
死
者
や
一
山
川
す
こ
と
多
か
っ
た
の
で
、
そ

し
た
の
で
あ
ら
う
。
小
松
に
は
丹
羽
長
置
の
尚
か
ら
一
を
朝
刊
る
こ
と
勿
ら
し
め
、
文
米
殺
そ
他
州
に
除
問
し

一
の
撫
怖
に
注
汗
・
せ
し
め
、
八
月
叩
川
川
上
の
芝
府
鹿

能
楽
部
天
秤
職
が
あ
り
、
前
間
利
長
の
時
に
及
ん
で

一
た
好
商
脅
限
前
に
川
抱
一
し
、
十

一
月

m
m訟
は
、
小
川
駅

一
そ
段
ち
て
、
士
民
の
迎
抽
出
に
耽
る
吟
管
め
、
問
用
獄

も
亦
磁
の
如
〈
之
を
芭
か
れ
た
o
元
総
十
年
の
自
の

一
集
部
壮
掌
の
船
場
抽
出
引
の
献
言
に
よ
り
、
米
枇

・
米
科

一
凶
の
食
似
品
宮
町
に

L
、
開
聞
の
桃
山
山
府
改
良
し
、
十

名
残
の
附
句
に
、
『
了
銀
す
べ
る
さ
杵
の
肌
雨
前
』
一
を
食
す
る
訟
を
犯
し
て
領
内
に
布
告
し
た
。

一
月
役
併
に
於
け
ろ
在
来
の
非
人
小
胞
の
外
に
、
妙
蕊

テ
ン
ポ
治
図
』
マ
ツ
ヰ
テ
Y

ポ
松
引
治
問
。

一
(
一
=
〉
天
保
八
年
!
こ
の
年
に
は
前
年
凶
駄
の
除
世
史

一
芝
府
小
鹿
跡
・
川
列
新
川
・
浅
野
川
巾
内
聞
の
=
一
令
所
に

デ
ン
ポ
ウ
ア
ン

偲
法
庵

邸
主
郡
山
洞
宗
総
持

一
け
て
、
命
力
在
阪
悩
に
致
す
脅
製
し
た
o
是
仇
旬
以
て

一
枚
容
所
常
明
殺
し
、

十
二
月
に
は

川人
制
奉
行
・
改
作

寺
の
培
附
主
院
の
一
つ
で
、
大
微
の
制
力
で
あ
っ
た

一
正
月
什
七
日
野
務
は
有
司
に
告
げ
て
mm
内
の
救
阪
を

一
務
行
・
迫
腕
町
一
帯
行
の
旋
政
に
削
努
し
た
中
日
に
賞
賜

が
、
今
は
版
絶
し
た
。

一
怠
る
勿
ら
し
め
、
二
且
十
七
日
に
は
附
作
怒
仔

-m
了
し
た
。
裂
す
る
に
こ
の
年
も
ぬ
作
で
は
な
か
っ
た
の

テ
ン
ポ
ウ
ノ
フ
サ
テ
天
保
の
不
作

(
一
〉
天
保

一
奉
行
受
領
内
に
醸
し
て
潟
民
世
保
泌
せ
し
め
、
H
問

一
で
あ
る
。

四
-
抗
年

l
天
保
四
年
前
印
刷H
携
は
凶
般
に
射
す
る

一
日
mu
〈
隠
仰
の
杭d

見
守
徴
し
、
什
六
日
去
年
以
疎
開
山

一
〈
}
む
百
姓
の
減
刺
町
出
動
こ
の
数
年
の
凶
作
の
鉱
山
両

市
法
脅
際
女
せ
ん
と
欲

L
、
八
月
四
日
釘
用
揚
奉
行

一
策
し
た
者
を
慰
努
し
、
引
七
日
江
戸
に
出
渡
し
た
。

一
民
の
同
指
針
に
茜
だ
し
〈
、
定
犯
の
刺
納
に
地
へ
ず

一

リ

H

A

マ

プ

一

に
命
じ
て
、
毎
年
段
民
を
し
て
穀
二
千
有
乃
束
三
千
一
こ
の
年
五
月
向
精
毘
に
令
法
を
奥
へ
、
六
月
大
一同
を

一
と
し
て
、後
見
荷
求
む
る
も
の
帖
叫
ん
だ
と
し
て
起
っ
た
。

石
そ
納
れ
し
め
て
緩
急
に
備
へ
ん
と
し
た
。
然
る
に
一
給
し
、
失
業
者
脅
使
役
し
て
江
慌
を
穿
た
し
め
、
七

一
是
青
以
て
改
作
群
行
名
越
彦
布
術
門
は
、
丸
年
八
且

こ
の
年
一
良
市
出
く
し
て
不
作
で
あ
っ
た
か
ら
、
内
に
そ
一
月
姿
そ
給
す
る
等
の
と
と
あ
っ
た
が
、
幸
に
米
殺
の

一
引
六
日
石
川
制
下
安
江
・間
念
新
保
・南
新
保
を
巡
行

の
訟
を
wu行
し
得
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
現
五
年
一
作
品
肺
佳
良
で
あ
っ
た
か
ら
、
防
々
に
限
附
し
た
J
1
M
尚
一
L
、
被
告
の
純
度
甚
だ
大
な
ら
ず
と
の
剣
山
附
で
、
村

に
京
っ
て
多
数
の
鰐
民
を
非
人
小
屋
に
牧
容
す
る
を
一
石
併
は
耐
裂
に
到
れ
、
米
似
従
う
て
下
治
し
た
。
次

一
民
の
激
阪
青
抱
み
、
脱
出
世
の
任
に
日
っ
た
村
碇
十
王

製
し
た
。
印
ち
非
人
小
屋
の
牧
務
省
は
、
天
保
元
年
一
い
で
九
月
七
日
間
携
は
滞
政
の

一
川
に
資
す
る
潟
、

一
人
を
‘
湖

m村
の

m飢
餓
お
術
門
の
家
に
引
致
し
て

正
且
に
七
百
七
十
人
、
同
十
ご
且
に
八
百
四
十
λ
、

一
自
己
の
衣
服
・
食
脈
及
び
後
胞
の
用
肢
を
統
制
す
る

一
一
般
桔
吟
加

へ
、
叉
仙
の

十
八
今
村
の
肝
煎
そ
召
集
し

ご
年
十
二
月
に
九
百
九
人
、
四
年
百
且
に
九
百
三
十

一
こ
と
そ
令
し
、
文
掛
川
政
に
闘
し
品
川
見
奇
上
っ
た
者
四

一
て
、
-M納
を
皆
櫨仰
す
べ
き
抗
出
荷
犯
出
せ
し
め
た
。

一
入
で
あ
っ
た
が
、
抗
年
二
且
に
は
三
千
四
百
八
十

一
十
七
人
脅
慰
努
し
た
。
こ
の
時
訟
に
秋
成
に
際
し
た

一
サ
七
日
先
に
Mm純
せ
ら
れ
た
十
一
』
人
脅
川
上
の
牢
屋

=
人
に
府
し
、
非
人
小
屋
に
錯
し
て
他
に
服
加
さ
れ
一
の
で
、
二
十
四
日

テ
ン
ポ
ウ
リ
ン
ノ
イ
ハ
ヤ

鱒
法
輪
ノ
窟

白
山

の
頂
に
在
る
。
越
前
名
制
考
に
、『
是
ハ
御
前
坂
d

よ
り

辰
巳
の
方
三
一
間
詐
谷
に
下
り
て
、
大
な
る
縦
閉
山あ

り
。
特
法
輪
と
い
ふ
。
大
剛
容
胞
の
秘
胞
に
て
、
知

巾
に
舗
あ
る
水
あ
り
。
深
奥
は
別
の
一

山川
界
た
り
と

い
ふ
。
大
師
山
上
行
法
の
三
十
七
よ
仰
の
秘
所
の
U
と

つ
な
ふ
り
。
』
と
促
す
る
が
、
縦
ね
服
姿
で
あ
る
。

テ
ン
マ

億
馬
務
政
初
期
で
は
、
公
用
に
服
す

る
宿
畷
の
人
足
・叩閉山内は
、
賃
銭
そ
受
け
る
こ
と
な

く
之
に
従
ふ
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
た
が
、
士
人
の

之
官
権
周
す
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
艇
長
二
十
年

時
日
出
獄
を
宥
さ
れ
た
。
し
か
も
十
年
二
且
下
旬
再

び
郁
容
行
の
命
に
よ
っ
て
、彼
等
の
家
財
を
波
枚
L
‘

持
高
千
二
十
七
石
俄
宇
締
尚
と
し
、
而
L
て
趨
を
得

た
下
安
江
の
四
戸
三
イ
口
、
四
念
新
保
の
筑
戸
三
十

入
口
、
南
新
保
の
六
戸
間
イ
抗
日
は
組
中
瀬
被
郁
の

三
よ
判
に
分
か
ち
移
さ
れ
た
。
後
彼
等
は
澗
mw九
年
・

に
し
て
萄
恩
に
辺
る
こ
と
そ
前
さ
れ
、
到
に
十
五
年

に
し
て
そ
の
締
官
同
宇
一
前
の
所
有
者
に
滋
附
せ
ら
れ

た
。

(
ム
ハ
)
天
保
十
年
|
』」
の
春
闘
H

撲
は
h

吉
川
山
の
年
に
詰
っ

た
が
、
刊
相
府
は
轄
に
そ
の
期
売
緩
〈
す
る
こ
と
を
許

し
た
の
で
、
八
且
に
刊
す
り
訟
に
就
い
た
。
こ
れ
前
年

百
戸
城
商
丸
活
径
の
資
荷
献
じ
た
功
に
報
い
る
と
共

に
、
凶
H
H
m

の
普
後
に
出
陣
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ら
う
。

耐
し
て
お
年
の
作
況
も
亦
初
め
樹
め
て
良
好
で
あ
っ

た
が
、
七
且
中
旬
よ
り
俄
然
と
し
て
浮
限
子
の
護
生

を
見
、
犯
に
大
に
蚊
設
者
減
じ
た
。
是
を
以
て
稼
惜

の
前
態
に
復
す
る
こ
と
桁
得
た
の
は
、
慰
十

一
年
U

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

テ
ン
ポ
ウ
フ
ク
シ
ユ
ウ
メ
イ
サ
ン
カ
ガ
ガ
サ

天

保
復
讐
名
産
加
賀
盆

i
フ
タ
シ
ユ
ウ

ト
ウ
ェ
イ
デ

ン
畑
世
界
勝
英
俳
。

五
七


